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{
か
ら
�
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
施
策
に
関

す
る
こ
と
（
他
の
府
省
の
所
掌
に
属
す
る
も
の

を
除
く
。）。

ƒ

{
か
ら
‚
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法

律
（
法
律
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。）に
基
づ
き

復
興
庁
に
属
さ
せ
ら
れ
た
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
に
関
し
必
要
な
事
務

^

]
の
}
に
掲
げ
る
事
務
は
、
他
の
府
省
の
所
掌

事
務
と
し
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四

条
第
三
項
関
係
）

２

復
興
庁
の
長
及
び
復
興
庁
に
置
か
れ
る
特
別
な
職

^

復
興
庁
の
長

復
興
庁
の
長
は
、
内
閣
総
理
大
臣
と
す
る
こ
と
と

し
た
。（
第
六
条
第
一
項
関
係
）

_

復
興
大
臣

復
興
庁
に
、
復
興
大
臣
を
置
く
こ
と
と
し
、
復
興

大
臣
の
勧
告
権
及
び
関
係
行
政
機
関
の
長
の
勧
告
尊

重
義
務
そ
の
他
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
八
条
関
係
）

`

副
大
臣

\

復
興
庁
に
、
副
大
臣
二
人
を
置
く
ほ
か
、
他
の

府
省
の
副
大
臣
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て

ら
れ
る
副
大
臣
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。（
第
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
関
係
）

]

復
興
大
臣
が
指
定
す
る
副
大
臣
は
、
復
興
大
臣

の
命
を
受
け
、
特
定
の
復
興
局
の
所
掌
事
務
に
係

る
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
政
務
に
関
し
、

復
興
大
臣
を
補
佐
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
九
条
第

五
項
関
係
）

６

附
則

^

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
四
月
を

超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

_

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
経
過
し
た

場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
し

た
。（
附
則
第
二
条
関
係
）

`

東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法
を
改
正
し
て
国
会
報

告
規
定
を
設
け
る
こ
と
そ
の
他
所
要
の
規
定
を
整
備

す
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
三
条
〜
附
則
第
一
五
条

関
係
）

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

a

大
臣
政
務
官

\

復
興
庁
に
、
大
臣
政
務
官
を
置
く
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
し
、
他
の
府
省
の
大
臣
政
務
官
の
職
を

占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一

〇
条
第
一
項
及
び
第
二
項
関
係
）

]

復
興
大
臣
が
指
定
す
る
大
臣
政
務
官
は
、
復
興

大
臣
の
命
を
受
け
、
特
定
の
復
興
局
の
所
掌
事
務

に
係
る
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
政
務
に
関

し
、
復
興
大
臣
を
補
佐
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一

〇
条
第
五
項
関
係
）

３

復
興
推
進
会
議
等

復
興
庁
に
、
全
て
の
国
務
大
臣
等
を
も
っ
て
組
織
す

る
復
興
推
進
会
議
並
び
に
関
係
地
方
公
共
団
体
の
長
及

び
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
を
も
っ
て
組
織
す
る
復
興

推
進
委
員
会
を
置
く
こ
と
と
し
た
。（
第
一
三
条
〜
第
一

六
条
関
係
）

４

復
興
局

^

復
興
庁
に
、
地
方
機
関
と
し
て
、
岩
手
復
興
局
、

宮
城
復
興
局
及
び
福
島
復
興
局
を
置
く
こ
と
と
し

た
。（
第
一
七
条
第
一
項
及
び
第
四
項
関
係
）

_

復
興
局
は
、
復
興
庁
の
事
務
の
一
部
を
分
掌
す
る

こ
と
と
し
、
こ
れ
に
は
、
管
轄
区
域
の
全
部
又
は
一

部
の
区
域
内
に
お
い
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
に
関
す
る
各
種
の
事
業
の
推
進
に
関
し
、
関
係
行

政
機
関
及
び
関
係
地
方
公
共
団
体
の
職
員
、
関
係
民

間
事
業
者
等
が
参
加
し
て
必
要
な
協
議
、
調
整
等
を

行
う
た
め
の
組
織
体
に
関
す
る
事
務
が
含
ま
れ
る
も

の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
七
条
第
二
項
及
び
第

三
項
）

`

復
興
局
の
内
部
組
織
の
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
管

轄
区
域
に
お
け
る
被
災
地
域
の
地
理
的
状
況
に
配
慮

す
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
七
条
第
六
項

関
係
）

５

雑
則

復
興
庁
は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

平
成
三
三
年
三
月
三
一
日
ま
で
に
廃
止
す
る
も
の
と
す

る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
一
条
関
係
）

３

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等

^

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金

\

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
（
以
下
「
支
払

基
金
」
と
い
う
。）は
、
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
又
は
そ
の
相
続
人
に
対
し
、
そ
の
者
の
請

求
に
基
づ
き
、
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

給
付
金
を
支
給
す
る
も
の
と
し
、
特
定
Ｂ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
の
支
給
の
請
求
に
つ
い

て
所
要
の
事
項
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三

条
〜
第
五
条
関
係
）

]

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
の
額

は
、
次
に
掲
げ
る
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額
と

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
関
係
）

イ

重
度
の
肝
硬
変
若
し
く
は
肝
が
ん
に
り
患

し
、
又
は
死
亡
し
た
者

三
、
六
〇
〇
万
円

ロ

軽
度
の
肝
硬
変
に
り
患
し
た
者

二
、
五
〇

〇
万
円

ハ

慢
性
Ｂ
型
肝
炎
に
り
患
し
た
者

一
、
二
五

〇
万
円

ニ

慢
性
Ｂ
型
肝
炎
に
り
患
し
た
者
の
う
ち
、
発

症
か
ら
二
〇
年
を
経
過
し
た
後
に
さ
れ
た
訴
え

の
提
起
又
は
和
解
若
し
く
は
調
停
の
申
立
て
に

係
る
者
で
あ
っ
て
、
現
に
慢
性
Ｂ
型
肝
炎
に
り

患
し
て
い
る
も
の
又
は
現
に
慢
性
Ｂ
型
肝
炎
に

り
患
し
て
い
な
い
が
、
慢
性
Ｂ
型
肝
炎
の
治
療

を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
も
の

三
〇
〇
万
円

ホ

慢
性
Ｂ
型
肝
炎
に
り
患
し
た
者
の
う
ち
、
発

症
か
ら
二
〇
年
を
経
過
し
た
後
に
さ
れ
た
訴
え

の
提
起
又
は
和
解
若
し
く
は
調
停
の
申
立
て
に

係
る
者
で
あ
っ
て
、
ニ
に
掲
げ
る
者
以
外
の
も

の

一
五
〇
万
円

ヘ

イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
（
集

団
予
防
接
種
等
の
際
の
注
射
器
の
連
続
使
用
の

時
（
母
子
感
染
者
に
つ
い
て
は
出
生
時
）
か
ら

二
〇
年
を
経
過
し
た
後
に
さ
れ
た
訴
え
の
提
起

又
は
和
解
若
し
く
は
調
停
の
申
立
て
に
係
る
者

を
除
く
。）
六
〇
〇
万
円

ト

イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五

〇
万
円

_

訴
訟
手
当
金

支
払
基
金
は
、
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

又
は
そ
の
相
続
人
が
、
確
定
判
決
等
に
係
る
訴
訟
又

は
和
解
若
し
く
は
調
停
に
関
し
、
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
感
染
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
検

査
費
用
を
支
出
し
た
と
き
又
は
弁
護
士
若
し
く
は
弁

護
士
法
人
に
報
酬
を
支
払
う
べ
き
と
き
は
、
特
定
Ｂ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
の
支
給
を
請
求
す

る
者
に
対
し
、
そ
の
者
の
請
求
に
基
づ
き
、
訴
訟
手

当
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
七
条
関
係
）

◇
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
の
支
給
に

関
す
る
特
別
措
置
法
（
法
律
第
一
二
六
号
）（
厚
生
労
働

省
）

１

目
的

こ
の
法
律
は
、
集
団
予
防
接
種
等
の
際
の
注
射
器
の

連
続
使
用
に
よ
り
、
多
数
の
者
に
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
被
害
が
生
じ
、
か
つ
、
そ
の
感
染
被
害
が
未
曽

有
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
及
び
そ
の
相
続
人
に
対
し
、
特
定
Ｂ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
を
支
給
す
る
た
め
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
感
染
被
害
の
迅
速
か

つ
全
体
的
な
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
と

し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

定
義

^

「
集
団
予
防
接
種
等
の
際
の
注
射
器
の
連
続
使
用
」

と
は
、
昭
和
二
三
年
七
月
一
日
か
ら
昭
和
六
三
年
一

月
二
七
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
法
律
の
規
定
に
基

づ
く
予
防
接
種
又
は
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
が
行

わ
れ
た
際
に
、
注
射
針
そ
の
他
医
療
機
器
を
予
防
接

種
又
は
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
受
け
る
者
ご
と

に
取
り
替
え
る
こ
と
な
く
、
使
用
し
た
こ
と
を
い
う

こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
一
項
関
係
）

_

「
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
」
と
は
、
七

歳
に
達
す
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
集
団
予
防
接
種
等

の
際
の
注
射
器
の
連
続
使
用
に
よ
り
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
た
者
で
あ
っ
て
当
該
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
が
持
続
的
に
生
体
内
に
存
在
す
る
状
態
（
以
下

「
持
続
感
染
の
状
態
」
と
い
う
。）に
な
っ
た
も
の
及

び
そ
の
者
の
胎
内
又
は
産
道
に
お
い
て
Ｂ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
た
者
（
以
下
「
母
子
感
染
者
」
と

い
う
。）そ
の
他
母
子
感
染
者
に
類
す
る
者
で
あ
っ
て

持
続
感
染
の
状
態
に
な
っ
た
も
の
を
い
う
こ
と
と
し

た
。（
第
二
条
第
二
項
関
係
）

™
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